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◆事業の概要

◆施設の概要、計画等

【対象施設】 【整備項目】
・本庁舎 自動体温測定器（サーモグラフィカメラ）
・菊川総合支所
・豊田総合支所
・豊浦総合支所
・豊北総合支所
・各支所

◆予算情報

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大を予防するた
め、３密の回避やマスクの着用、手洗い、消毒の徹底に
加え、本庁舎等の出入口に自動体温測定器を設置し、更
なる感染拡大防止対策を講じる。

一般財源

その他特定財源

財

源

国庫・県支出金 4,000 4,000

市債

主
要
な
経
費

備品購入費 4,000 4,000

事 業 費 4,000 4,000

（単位：千円）

年  度 R２予算
R３予算

R４予定
補正前 補正額 計

総合計画の
体系

第８章　第３節　行政機能の充実

担 当 課 名 管財課 開 始 年 度 令和3年度

総務部

事 業 名 公共施設に係る新型コロナ感染症対策事業

予 算 区 分 一般会計　総務費　総務管理費　財産管理費
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◆事業の概要

◆事業の目標指標（活動指標）

◆参考情報
申請・利用状況

○対象者：当該年度に70歳以上になる高齢者 ○助成証保有者数：申請者数＋自動更新者数

◆予算情報

その他特定財源

一般財源 32,207 32,193 32,193

24,000 24,000

市債

主
要
な
経
費

バス運行委託料 44,805 28,721 23,551

R２予算

負担金 993 670 449 1,119

52,272

（単位：千円）

5,105人 7.3回

5,059人 7.0回

4,154人 8.0回

財

源

国庫・県支出金 16,377

R４予定
補正前 補正額 計

事 業 費 48,584 32,193 24,000 56,193 未定

R３予算
年  度

福祉部

事 業 名 高齢者バス等利用助成事業

予 算 区 分 一般会計　民生費　社会福祉費　老人福祉費

総合計画の
体系

第７章　第３節　高齢者福祉の充実

担 当 課 名 長寿支援課 開 始 年 度 平成17年度

助成証保有率

最終年度

55.0

R４R３R２単位

54.6 55.0％ 54.2

　70歳以上の高齢者が「いきいきシルバー100(助成証)」を提示することで、市内路線
バス及び市渡船を1回100円で利用できる期間を拡充して実施する。
　高齢者の社会参加の促進と生きがいづくりの支援を目的とし、期間を拡充して実施する
ことにより、ポストコロナに向け適度な外出を促し、介護予防や健康増進に繋げる。

＜実施期間＞
　当初予定期間：９月１５日～１１月　３日　５０日間
　拡充後の期間：９月　１日～１１月３０日　９１日間（拡充期間：４１日間）

R２ 74,778人 40,531人 54.2% 324,021人

R1 73,565人 39,652人 53.9% 278,224人

H30 71,483人 38,236人 53.5% 280,778人

年　度
対象者数

①
助成証保有者数

②
助成証保有率

(②/①)
延べ利用者数

③

1日当たり
延べ利用者数

H30.R1:③/55日間
R2:③/７８日間

1人当たり
利用回数
(③/②)

指標説明
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◆事業の概要

◆事業の目標指標（活動指標）

◆参考情報

【事業概要】
・ノーリフティングケアに必要な介護機器導入補助[補助率1/2]

リフト等介護機器補助　　2,600千円×3か所　 7,800千円
・導入研修経費 300千円

◆予算情報

一般財源

その他特定財源

主
要
な
経
費

補助金 7,800

研修開催経費

事 業 費

8,100

300 300

7,800

財

源

国庫・県支出金 8,100

市債

最終年度R４R３R２

R３予算

8,100 8,100

R４予定
補正額 計

％

　ノーリフティングケアの導入に意欲のある介護事業者に対
し、必要な介護機器の購入経費を補助するとともに、ノーリ
フティングケア導入のための研修等を行うことでノーリフ
ティングケアを実施する介護事業所の普及を加速させ、介護
業務の負担軽減及び労働環境の改善を図り、新型コロナウイ
ルス感染症予防により負担の増している介護事業所の雇用の
確保及び人材の定着を促進する。

指標説明

補助事業所の離職率改善

単位

対前年比
△1

対前年比
△1

（単位：千円）

補正前
年  度 R２予算

福祉部

事 業 名 ノーリフティングケア普及加速事業

予 算 区 分 一般会計　民生費　社会福祉費　社会福祉総務費

総合計画の
体系

第７章　第３節　高齢者福祉の充実

担 当 課 名 介護保険課 開 始 年 度 令和3年度
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◆事業の概要

◆事業の目標指標（活動指標）

◆参考情報

◆予算情報

財

源

　市内の公・私立保育所、公・私立幼保連携型認定こ
ども園及び認可外保育施設（居宅訪問型保育事業者含
む。）における新型コロナウイルスの感染拡大を防止
する観点から、マスクや消毒液等の衛生用品や備品の
購入及び職員が感染症対策の徹底を図りながら事業を
継続的に実施していくために必要な経費を支援する。

一般財源

その他特定財源

市債

25,500

国庫・県支出金 57,918 34,400 34,400

4,900

需用費・備品購入費 9,500 4,000 4,000

主
要
な
経
費

職員手当等 4,900

補助金 48,418 25,500

年  度 R２予算 R４予定

事 業 費 57,918 34,400 34,400 未定

補正前 補正額 計

こども未来部

事 業 名 新型コロナウイルス感染症対策事業（保育所等）

予 算 区 分 一般会計　民生費　児童福祉費　児童福祉総務費・児童措置費・児童福祉施設費

総合計画の
体系

第３章　第１節　子ども・子育て支援の充実

担 当 課 名 幼児保育課 開 始 年 度 令和元年度

対象施設 件

最終年度

（単位：千円）
R３予算

74 79

指標説明 単位 R２ R３ R４

事業費
公立
保育園

私立
保育園

公立
こども園

私立
こども園

認可外
保育施設

施設計
事業費計　
（千円）

定員19人以下 300千円以内 11 11 3,300

定員20人以上59人以下 400千円以内 3 4 3 11 21 8,400

定員60人以上 500千円以内 7 22 6 8 43 21,500

認可外の居宅訪問型保育事業 300千円以内 4 4 1,200

計 10 26 9 8 26 79 34,400

-4-



◆事業の概要

◆事業の目標指標（活動指標）

◆参考情報

◆予算情報

一般財源

4,000

市債財

源

国庫・県支出金 4,000

その他特定財源

275

動画制作費用 1,591 1,591

2,134主
要
な
経
費

ＨＰ制作費用 2,134

サイト保守管理 275

R４予定
補正前 補正額 計

事 業 費 4,000 4,000

R３予算
年  度 R２予算

（単位：千円）

最終年度

36,000

R４R３R２単位

10,000 36,000人

指標説明

ホームページ閲覧人数

　
　下関感染対策チーム（SICT）の活動を支援するため、医療機関、福祉施設、介護施設
等を主な対象としたホームページを開設し、SICTの活動実績の紹介、感染対策に係る技
術支援等の動画配信、登録会員間での情報交換ができる環境を整備し、正しい感染対策に
関する知識の啓蒙を行うとともに、感染拡大及びクラスター発生の防止に努める。

保健部

事 業 名 下関感染対策チーム活動支援事業

予 算 区 分 一般会計　衛生費　保健衛生費　予防費

総合計画の
体系

第７章　第１節　保健・医療の充実

担 当 課 名 保健医療政策課 開 始 年 度 令和3年度

● 下関感染対策チーム（SICT：Shimonoseki Infection Control Team）

１ チーム構成：感染対策の専門的知識を有する医師、感染管理認定看護師等

２ 活 動 内 容：施設内での平時における感染対策や、感染者発生時の初動対応における

助言等の技術支援（ゾーニング（施設内の感染・非感染の区域設定）、

職員等への消毒指導、その他感染拡大防止のための支援等）
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◆事業の概要

◆事業の目標指標（活動指標）

◆参考情報
●集中的検査
1 対　　象
２対象者数 約5,300人
３実施回数等

●積極的・幅広の検査

◆予算情報

　高齢者施設等の従事者に対する集中的検査を実施し、無症状の感染者を早期に発見し、
重症化リスクの高い集団でのクラスター発生を未然に防ぐよう感染防止対策を強化する。
あわせて、高齢者施設等において感染者の発生があった場合、感染拡大及びクラスターの
発生防止を図るため、入所者、従事者等に対して積極的な幅広の検査を実施する。

入所系の高齢者施設、障害者施設等の従事者（希望する施設）

財

源

集中的検査経費 178,877 178,877

保健所での検査能力を超える検査需要が生じた場合に備え、民間検査機関へ検査を
委託するための経費を増額

一般財源 91,100 91,100

市債

国庫・県支出金 93,500

その他特定財源

2,400主
要
な
経
費

会計年度任用職員報酬等 2,400

積極的・幅広の検査経費 3,323 3,323

93,500

R３予算
年  度 R２予算

事 業 費 184,600 184,600

（単位：千円）

R４予定
補正前 補正額 計

R４R３R２単位

０人 0

５月以降、市内の感染状況に応じて実施する。実施回数は、１施設に
つき概ね２回程度を想定。

保健部

事 業 名 高齢者施設等の従事者に対する検査体制の強化

予 算 区 分 一般会計　衛生費　保健衛生費　予防費

総合計画の
体系

第７章　第１節　保健・医療の充実

担 当 課 名 保健医療政策課 開 始 年 度 令和3年度

指標説明

自宅療養者数

最終年度
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◆事業の概要

◆事業の目標指標（活動指標）

◆参考情報

◆予算情報

今後の予定
・3月上旬
　　～概ね5月下旬　医療従事者等優先接種
・4月15日～　 高齢者優先接種（先行実施）
・５月上旬～　  高齢者優先接種
・6月以降　　　高齢者以外の人への接種券発送

　新型コロナウイルスワクチンの供給状況等により接種体制の見直しや接種時期の変更な
どが必要となったため、ワクチン接種の体制整備及び予防接種の実施に係る経費を増額
し、希望する市民の方達に対して新型コロナウイルスワクチンの接種を実施するもの。
主な増額経費は下記のとおり。

・コールセンター運営費
・接種に必要な接種券の郵送料
・医療機関との予防接種委託（接種費用の支払い）
・集団接種会場運営委託
・ワクチン配送委託

保健部

事 業 名 新型コロナウイルスワクチン予防接種事業

予 算 区 分 一般会計　衛生費　保健衛生費　予防費

総合計画の
体系

第７章　第１節　保健・医療の充実

担 当 課 名 健康推進課 開 始 年 度 令和２年度

指標説明 最終年度R４R３R２単位

（単位：千円）

R４予定
補正前 補正額 計

R３予算
年  度 R２予算

事 業 費 1,347,890 370,978 370,978

主
要
な
経
費

通信運搬費 1,508 13,602

委託料 1,331,477 302,187 302,187

手数料 28,886 28,886

13,602

財

源

国庫・県支出金 1,347,890 370,978

その他特定財源

370,978

市債

一般財源
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◆事業の概要

◆事業の目標指標（活動指標）

◆参考情報

●補助対象者　市内の中小企業（本社・事業所とも市内にあること）
●補助対象事業　

⓶ 認定経営革新等支援機関への報酬

●補助率・金額　⓵   国に採択された事業の補助対象経費の1/6 （上限1,000万円／者）  　  

⓶ 認定経営革新等支援機関への報酬の1/2

（上限50万円／者、国の審査不採択分も補助対象）

◆予算情報

認定経営革新等支援機関への報酬補助

事業再構築促進事業自己負担部分補助 33

100件

R４R３R２指標説明 単位

件

産業振興部

事 業 名 中小企業経営革新事業費補助金

予 算 区 分 一般会計　商工費　商工費　商工業振興費

総合計画の
体系

第２章　第２節　商工業の振興

担 当 課 名 産業振興課 開 始 年 度 令和3年度

　新分野展開や業態転換、事業・業種転換等の取組、事業再編
またはこれらの取組を通じた規模拡大等を目指す中小企業を支
援するため、国の「事業再構築補助金」の自己負担部分の一部
を補助するとともに、補助金申請時の必須要件である事業計画
策定に係る認定経営革新等支援機関への報酬の一部を補助す
る。

最終年度

（単位：千円）

⓵ 事業再構築補助金の自己負担部分 

R４予定
補正前 補正額 計

R３予算
年  度 R２予算

事 業 費 110,000 110,000

主
要
な
経
費

補助金 110,000 110,000

財

源

国庫・県支出金 110,000

その他特定財源

一般財源

110,000

市債
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◆事業の概要

◆事業の目標指標（活動指標）

◆参考情報

◆予算情報

4,970

100,000

市債財

源

国庫・県支出金 10,000 100,000

その他特定財源

一般財源 2,400 4,970

104,970主
要
な
経
費

補助金 12,400 4,970 100,000

●補助対象者
　商店街振興組合等の商業団体（任意団体含む）
●補助対象事業　地域特性創出事業（商店街等イメージアップ事業）・共同化推進事業
   ※同一団体の申請は2回までとする。
●補助率【拡充】　費用の1/3　⇒　費用の2/3（プレミアム上限30％）
●金額【拡充】　上限100万円　⇒　上限200～500万円 ※構成会員数に応じて上限を設定
　　　　　　　　　　　　　　　　　　構成会員数 10～50   ：上限200万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　構成会員数 51～100 ：上限300万円
　　　　　　　　　　　　　　　　 　  構成会員数 １01～    ：上限500万円

R３予算
年  度 R２予算

事 業 費 12,400 4,970 100,000 104,970

（単位：千円）

R４予定
補正前 補正額 計

産業振興部

事 業 名 商店街等競争力強化事業費補助金（ソフト事業）

予 算 区 分 一般会計　商工費　商工費　商工業振興費

件 10

　商店街等の魅力向上を図るためのイベント、キャンペーン事業など、商店街等の
イメージアップを図るため、小売商業等の活性化又は商店街等の魅力向上に効果が
見込まれる総事業費が２０万円以上のソフト事業に対する補助を拡充する。
  なお、商店街や業種毎の組合等がエリア限定で行うプレミアム商品券事業につい
て、当該商品券のプレミアム分も補助対象経費として追加する。

指標説明

小売商業等振興事業（ソフト事
業）のみ

最終年度

総合計画の
体系

第２章　第２節　商工業の振興

担 当 課 名 産業振興課 開 始 年 度 平成17年度

R４R３R２単位

36
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◆事業の概要

◆事業の目標指標（活動指標）

◆参考情報
●補助対象者
　市内の中小企業・中堅企業、商店街振興組合等の商業団体、個人事業主など
●補助対象事業＜想定する補助事業例＞
　商店街内の複数店舗の商品を取り扱うECサイト運営、ワーケーション施設の運営、
　地元産品販売＋観光情報を扱う観光疑似体験型キッチンカーの導入、
　巣ごもり需要に対応した商品開発や販売
●補助率・金額　費用の２／３（上限１,０００万円）
●補助対象経費　施設整備費、機械装置費及び備品費等の初期投資費用など

◆予算情報

　新型コロナウイルスとの共存が求められる状況をビジネス
チャンスとして捉える、チャレンジングな事業者や団体が取り
組む“ニューノーマルに対応した新たなビジネスモデルで、地
域の特性を活用した下関の活性化につながる事業”に対して、
その経費の一部を補助することで、市内事業者や団体の競争力
強化及び地域の活性化を図る。

産業振興部

事 業 名 ニューノーマル対応新ビジネス応援補助金

予 算 区 分 一般会計　商工費　商工費　商工業振興費

総合計画の
体系

第２章　第２節　商工業の振興

担 当 課 名 産業振興課 開 始 年 度 令和3年度

指標説明

補助事業件数

最終年度R４R３R２単位

8件

（単位：千円）

R４予定
補正前 補正額 計

R３予算
年  度 R２予算

事 業 費 50,000 50,000

主
要
な
経
費

補助金 50,000 50,000

財

源

国庫・県支出金 50,000

その他特定財源

一般財源

市債

50,000
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◆事業の概要

◆事業の目標指標（活動指標）

◆参考情報

◆予算情報

　新型コロナウイルス感染症が事業環境に与える影響を乗り越えるため、積極的な
投資を行う市内中小企業に対して、先端設備等導入計画の認定を受けた生産性向上
のための先端設備等の導入に係る経費の一部を補助し、市内の経済活動の回復を図
る。

＜補助対象事業＞
　先端設備等導入計画の認定を受けた先端設備等（令和４年２月末までに取得する先端設備等に限
る）であって、１台又は１基の取得価額が３００万円以上の設備等の導入に係る経費の一部を補助
　
＜補助金額＞
　補助対象経費の１０分の１（補助上限額：１者当たり１００万円）

財

源

一般財源

その他特定財源

市債

国庫・県支出金 50,000 50,000

50,000主
要
な
経
費

補助金 50,000

年  度 R２予算 R４予定

事 業 費 50,000 50,000

補正前 補正額 計

産業振興部

事 業 名 先端設備等導入支援事業費補助金

予 算 区 分 一般会計　商工費　商工費　商工業振興費

総合計画の
体系

第２章　第２節　商工業の振興

担 当 課 名 産業立地・就業支援課 開 始 年 度 令和3年度

補助金利用事業者数 者

最終年度

（単位：千円）
R３予算

50 50

指標説明 単位 R２ R３ R４
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◆事業の概要

◆事業の目標指標（活動指標）

◆参考情報

◆予算情報 （単位：千円）
R３予算

60 60補助金利用事業者数 者

最終年度指標説明 単位 R２ R３ R４

補正額 計

産業振興部

事 業 名 採用活動支援事業費補助金

予 算 区 分 一般会計　労働費　労働諸費　雇用対策費

総合計画の
体系

第２章　第３節　就業支援策の強化

担 当 課 名

年  度 R２予算 R４予定

産業立地・就業支援課 開 始 年 度 令和3年度

事 業 費 30,000 30,000

補正前

主
要
な
経
費

補助金 30,000 30,000

国庫・県支出金 30,000 30,000

市債

　新型コロナウイルス感染症の影響により採用活動に制約を受ける中、積極的な採
用活動に取り組む市内中小企業等に対して、インターネットを活用した採用活動に
係る経費の一部を補助し、本市への就職・定住の促進を図る。

＜補助対象事業＞
　新たに企業PR等を行うための会社説明動画作成等、インターネットを活用した採用活動に係る経
費の一部を補助。
　・企業ＰＲ動画の作成及びホームページでの発信
　　※令和４年２月末までに事業実施が完了するものに限る。

＜補助金額＞
　補助対象経費の２分の１（補助上限額：１者当たり５０万円）

財

源

一般財源

その他特定財源
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◆事業の概要

◆事業の目標指標（活動指標）

◆参考情報

◆予算情報

　対象者：市内在住の農業者
　　　　　ただし土地利用型作物用機械においては、経営面積が4ha以上である者に限る
　内　容：農業生産活動の省人化等に資するスマート農機の導入支援
　補助率：１／３（上限2,500千円／経営体）

財

源

一般財源

その他特定財源

市債

国庫・県支出金 25,000 25,000

25,000主
要
な
経
費

補助金 25,000

－

年  度 R２予算 R４予定

事 業 費 25,000 25,000

補正前 補正額 計

農林水産振興部

事 業 名 ポストコロナに対応した農業経営実践加速化事業

予 算 区 分 一般会計　農林水産業費　農業費　農業振興費

総合計画の
体系

第２章　第１節　農林水産業の振興

担 当 課 名 農業振興課 開 始 年 度 令和3年度

　新型コロナウイルス感染症の終息が見通せない状況の中で、農業生産活動における人手
不足等の解消や作業従事者の接触機会を減らすための省人化等に資するスマート農機の導
入経費の一部を支援し、Postコロナ時代に対応した農業経営の実践を促進する。

　本事業を活用してスマート
　農機を導入した経営体数

最終年度

（単位：千円）
R３予算

指標説明 単位 R２ R３ R４

経営体 － 10 －
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◆事業の概要

◆事業の目標指標（活動指標）

◆参考情報

◆予算情報

　新型コロナウイルス感染症の拡大により、生活様式が変容し、地方回帰の機運が高まる
中、市内での新規就農を希望する者を対象に、指導農家の下での農業就業体験の場を提供
することにより、農業への関心を高めるとともに就農に対する不安の解消を図り、新たな
地域農業の担い手の確保・育成につなげる。

　対象者：市内での就農を希望する者
　内　容：指導農家の下での農業就業体験
　場　所：指導農家のほ場等
　期　間：原則１か月（月概ね20日）以上、最長６か月以内
　支援内容：（就農希望者）　125千円／月を支給（※交通費、食費を含む）
　　　　　　（指導農家）　  　60千円／月を支給

財

源

一般財源

その他特定財源

市債

国庫・県支出金 5,550 11,000 11,000

11,00011,000

　市内での長期（1か月以上）
　就農体験者数

人／年

主
要
な
経
費

補助金 5,550

年  度 R２予算 R４予定

事 業 費 5,550 11,000 11,000

補正前 補正額 計

農林水産振興部

事 業 名 新規就農者確保加速化事業

予 算 区 分 一般会計　農林水産業費　農業費　農業振興費

総合計画の
体系

第２章　第１節　農林水産業の振興

担 当 課 名 農業振興課 開 始 年 度 令和2年度

最終年度

（単位：千円）
R３予算

5 10 － －

指標説明 単位 R２ R３ R４
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◆事業の概要

◆事業の目標指標（活動指標）

◆参考情報

◆予算情報

　令和２年産の水稲生産において、過去に例のない規模で、トビイロウンカによる被害を
受けたことから、令和３年産水稲生産農家に対し、営農意欲の向上と総合的な病害虫被害
防止対策の徹底を図るため、病害虫対策に要する費用の一部を支援する。

一般財源 64,000 64,000

市債財

源

国庫・県支出金

その他特定財源

64,000主
要
な
経
費

補助金 64,000

R３予算
年  度 R２予算

事 業 費 64,000 64,000

（単位：千円）

R４予定
補正前 補正額 計

R４R３R２単位

2,450 2,450戸 2,562

＜事業内容＞
　●事業主体：ＪＡ山口県下関統括本部等
　
　●事業費等：（給付単価）2,000円／主食用水稲作付面積10a（千円未満切り捨て）
　　　　　　　（給付対象）3,200ha（営農計画書に記載のR3年産主食用水稲作付面積）
　　　　　　　　※R3年産主食用水稲作付面積10a以上：約2,400戸

農林水産振興部

事 業 名 令和３年産水稲防除対策推進事業

予 算 区 分 一般会計　農林水産業費　農業費　農業振興費

総合計画の
体系

第２章　第１節　農林水産業の振興

担 当 課 名 農業振興課 開 始 年 度 令和3年度

指標説明

水稲生産農家数

最終年度

－
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◆事業の概要

◆事業の目標指標（活動指標）

◆参考情報

◆予算情報

　近郊を中心とした観光客の誘客促進及び市内消費の拡大を図るため、市内のホテル・旅
館等に宿泊する観光客に対し、市内店舗等（お土産物屋、飲食店、レジャー、体験施設、
タクシーなど）で使用可能なクーポン券及び宿泊割引券を配布する。

○事業期間：令和３年7月（予定）～
○配布要件：登録宿泊施設に１泊以上すること（１施設１利用につき１セット配布）
○内      容：【クーポン券】
　　　　　　　・500 円券を１人４枚（2,000円分）
　　　　　　　・感染防止対策等に取り組み、登録された市内店舗
　　　　　　　　及び観光事業店舗で使用が可能
　　　　　　【宿泊割引券】１人1,000円分
○事業PR：インスタ及びFacebookを活用したターゲティング広告

財

源

一般財源

その他特定財源

市債

国庫・県支出金 56,000 129,000 129,000

129,000主
要
な
経
費

委託料 56,000 129,000

年  度 R２予算 R４予定

事 業 費 56,000 129,000 129,000

補正前 補正額 計

観光スポーツ文化部

事 業 名 さらにお得に！下関おトクーポン事業

予 算 区 分 一般会計　商工費　観光費　観光振興費

総合計画の
体系

第１章　第２節　観光・レクリエーションの振興

担 当 課 名 観光政策課 開 始 年 度 令和2年度

１ヶ月あたりの宿泊客数 千人

最終年度

（単位：千円）
R３予算

66 66

指標説明 単位 R２ R３ R４
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◆事業の概要

◆事業の目標指標（活動指標）

◆参考情報

◆予算情報

ワークショップ参加事業者数 者

最終年度

（単位：千円）
R３予算

20

指標説明 単位 R２ R３ R４

総合計画の
体系

第１章　第２節　観光・レクリエーションの振興

担 当 課 名 観光政策課 開 始 年 度 令和3年度

観光スポーツ文化部

事 業 名 下関版ワーケーション調査業務

予 算 区 分 一般会計　商工費　観光費　観光振興費

年  度 R２予算 R４予定

事 業 費 4,000 4,000

補正前 補正額 計

主
要
な
経
費

委託料 4,000 4,000

国庫・県支出金 4,000 4,000

市債

　「働き方改革」によるニューノーマルな働き方を取り入れ
る企業が増え、また、コロナ禍によるリモートワークの普及
により「仕事」と「休暇」の在り方が変化している。これら
の時代の変化に対応するとともに、注目されているワーケー
ションを中心とした新たな旅のスタイルへの受入を推進する
ため、本市の特性や環境、企業のニーズ等を調査・分析し、
今後の事業展開（体験型観光コンテンツの充実、環境整備
等）の指針とする。

（１）ワーケーションに関する基礎調査
　※企業ヒアリング、先進事例調査・分析等
　・スタイル調査　・期待される効果を明らかにする   ・下関市の強み、特徴、活用すべきコン
     テンツやインフラ等を整理　・下関市で想定されるプランの提示   ・情報発信の手法の検討
（２）モニターツアーの実施
   ・ニーズ、ターゲット、滞在プランなど異なるスタイルのモニターツアーを実施し意見や評価
     を聴取
（３）下関版ワーケーションの検討
   ・下関市に適したワーケーションスタイルを検討し、目指すべき方向性を提案

財

源

一般財源

その他特定財源
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◆事業の概要

◆事業の目標指標（活動指標）

◆参考情報

◆予算情報

育成したガイドの人数 人

最終年度

（単位：千円）
R３予算

10 10 10

指標説明 単位 R２ R３ R４

総合計画の
体系

第１章　第２節　観光・レクリエーションの振興

担 当 課 名 観光政策課 開 始 年 度 令和3年度

観光スポーツ文化部

事 業 名 地域に根ざした質の高いインバウンドガイド育成事業

予 算 区 分 一般会計　商工費　観光費　観光振興費

年  度 R２予算 R４予定

事 業 費 5,000 5,000

補正前 補正額 計

主
要
な
経
費

委託料 5,000 5,000

国庫・県支出金 5,000 5,000

市債

　
　本市のインバウンドサポーターに対して、年間を通じた体系
的な研修を実施することにより、外国語で市内の観光スポット
を案内できるレベルの高いガイド人材を育成し、本市に寄港す
るクルーズ客船等外国人観光客やFIT（個人旅行）・小グルー
プ旅行へのおもてなし対応強化を図ることにより、将来的には
消費単価の高い旅行者を取り込むことに繋げる。

【実施方法】対面及びオンライン
　　　　　　（研修内容はオンラインアーカイブで視聴可能とする。）
【実施時間】５時間×８回=40時間、８月～３月に実施（予定）
　　　　　　※受講者は原則全研修を受講
【講師】インバウンド専門家の他、観光ガイドの会等市内の人材も活用
【コース】英語コースと中国語コースを開講

財

源

一般財源

その他特定財源
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◆事業の概要

◆事業の目標指標（活動指標）

◆参考情報
スポーツイベント例 マルシェイベントとは

◆予算情報

　新型コロナウイルス感染症の影響により人数制限が続くス
ポーツ（みるスポーツ）と、同じく困難を抱える飲食店や生
産者が出店するマルシェとの異色コラボイベントを開催す
る。感染予防対策費や会場設営費を支援することによりイベ
ント化が容易となり、イベントに興味を持つ顕在層や潜在層
にスポーツや地域素材の魅力を伝える機会と、感染症への安
全・安心対策を両立させたイベントの開催により誘客を図
り、コロナ禍からの元気回復を目指す。

財

源

一般財源

その他特定財源

市債

1,500

国庫・県支出金 3,000 3,000

1,000

感染予防対策費 500 500

主
要
な
経
費

イベント広報費 1,000

会場設営費ほか 1,500

年  度 R２予算 R４予定

事 業 費 3,000 3,000

補正前 補正額 計

観光スポーツ文化部

事 業 名 スポーツ＆マルシェイベントによる地域活性化支援事業

予 算 区 分 一般会計　教育費　保健体育費　体育振興費

総合計画の
体系

第１章　第１節　文化・スポーツの振興

担 当 課 名 スポーツ振興課 開 始 年 度 令和3年度

コラボイベントの参加者数 人

最終年度

（単位：千円）
R３予算

7,000 7,000

指標説明 単位 R２ R３ R４

明治安田生命Ｊ２.ＬＥＡＧＵＥ

レノファ山口ＦＣホームゲーム開催

期日：令和３年１０月１７日（日）

試合：セービング陸上競技場

マルシェ…下関運動公園内

参考：R1観客 4,166人

フランスで誕生した「市場」という意味

の言葉。日本では生鮮食品や加工品、花

などを取り扱うお店が集まる即席の市場

として開催されるイベントが人気。

生産者の顔が見える、レジャー気分が味

わえるなどのメリットも多い。
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◆事業の概要

◆事業の目標指標（活動指標）

◆参考情報

●給付対象

●補助率

各公演のチケット売上額の２５％（上限1,000千円）

◆予算情報

　コロナ禍において新たな生活様式の下、文化芸術活動の継
続を図るため、新型コロナウイルス感染症の影響を受けてい
る公演・コンサート等において、市の施設（常設席数２００
席以上の施設に限る）を使用し、令和３年度中に文化芸術活
動を再開するものに支援金を給付し、公演の再開を促すとと
もに、誘客を通じた経済の活性化に繋げる。

チケット（入場料）1,000円以上を徴収する公演で、他の補助を受けておらず、感染症対策を講じた上
で令和３年度中に実施する事業

●対象施設
　市民会館（大ホール・中ホール）　　　　豊田生涯学習センター（講堂）
　生涯学習プラザ（大ホール・小ホール）　豊北生涯学習センター（大ホール）　菊川アブニール（ホール）

指標説明 単位 R２ R３ R４ 最終年度

事業者への補助件数 件

（単位：千円）
R３予算

23

総合計画の
体系

第１章　第１節　文化・スポーツの振興

担 当 課 名 文化振興課 開 始 年 度 令和3年度

観光スポーツ文化部

事 業 名 文化公演再開支援事業

予 算 区 分 一般会計　総務費　総務管理費　芸術文化振興費

年  度 R２予算 R４予定

事 業 費 12,000 12,000

補正前 補正額 計

主
要
な
経
費

補助金 12,000 12,000

国庫・県支出金 12,000 12,000

財

源

一般財源

その他特定財源

市債
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◆事業の概要

◆事業の目標指標（活動指標）

◆参考情報

◆予算情報 （単位：千円）
R３予算

年  度 R２予算 R４予定
補正前 補正額 計

観光スポーツ文化部

事 業 名 市民会館電子チケット等発券システム整備事業

予 算 区 分 一般会計　総務費　総務管理費　市民会館費

総合計画の
体系

第１章　第１節　文化・スポーツの振興

担 当 課 名 文化振興課 開 始 年 度 令和3年度

電子チケットシステム及びオン
ラインチケット発券システムを
利用した公演・催しの数

最終年度

件 10 40 40

指標説明 単位 R２ R３ R４

事 業 費 6,500 6,500

主
要
な
経
費

委託料 6,500 6,500

国庫・県支出金 6,500 6,500

市債

　新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、３密対策・
キャッシュレス・ＩＴ化を進めるため、市民会館のチケット販売
に、電子チケットシステム及びオンラインチケット発券システム
を導入し、新たな日常に対応した環境整備を行うとともに、チ
ケット購入時の利便性の向上を図る。

   ・電子チケットによるバーコード等を読み取るシステムを導入することで、公演
　　会場の入場時の接触機会の低減と、スムーズな入場に繋げる。

●システム導入による効果
　・購入者は、市民会館が販売するチケットについて、市民会館ホームページから、
　　２４時間いつでも座席指定の予約や購入手続きが可能となる。

財

源

一般財源

その他特定財源
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◆事業の概要

①対象者：　(1)市外から本市への移住者
     　 　　　(2)多拠点居住により、本市の空き家を活用する者
②対象物件：空き家
③対象経費：空き家の購入及び改修に係る費用
④補助金額：最大2,000千円（補助対象経費の２分の１）

◆事業の目標指標（活動指標）

◆参考情報
【空き家の一例】

◆予算情報

リビングシフトによる空き家の活用を目的に、市外から本市への移住者等が行った空き家
の購入・改修費用を補助するもの。

建設部

事 業 名 リビングシフトリフォーム補助金

予 算 区 分 一般会計　土木費　都市計画費　住環境整備費

総合計画の
体系

第４章　第４節　住環境の整備

担 当 課 名 住宅政策課 開 始 年 度 令和3年度

指標説明

制度利用件数

最終年度R４R３R２単位

5件

（単位：千円）

R４予定
補正前 補正額 計

R３予算
年  度 R２予算

事 業 費 10,000 10,000

主
要
な
経
費

補助金 10,000 10,000

財

源

国庫・県支出金 10,000

その他特定財源

10,000

市債

一般財源
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◆事業の概要

◆施設の概要、計画等

〇 事業年度 令和3年度
樹木の伐採等 10,000千円

市内一円の街区公園等

老朽化した四阿・ベンチの更新 45,000千円　
山中町なかよし児童公園、さつきヶ丘第2児童公園
一の宮公園　等

傷んだ遊具等の補修 5,000千円　

体調が悪い時は利用を控える

時間・場所を選び、ゆずりあおう

人と人とのあいだをあけよう

こまめに手洗いしよう

◆予算情報

　都市公園は、身近な場所で散策、遊び、休息、スポーツなど健康的な生活に必要な活動
を楽しめる貴重な屋外空間です。
　ステイホームや県を跨いでの移動が制限されたことにより、新型コロナウイルスに対応
した「新しい生活様式」の定着が求められるなか、市民は感染対策に気をつけながら公園
を利用されており、公園のニーズもますます高まっています。
　多くの方々に積極的に公園を利用していただける環境づくり・魅力づくりを行うため
に、危険な樹木の伐採等に加え、身近な公園の老朽化した四阿やベンチ等の更新や、傷ん
だ遊具等の補修を行います。

財

源

一般財源

その他特定財源

市債

国庫・県支出金 30,000 60,000 60,000

45,000

委託料 12,000 15,000 15,000

主
要
な
経
費

工事請負費 18,000 45,000

年  度 R２予算 R４予定

事 業 費 30,000 60,000 60,000

総合計画の
体系

第５章　第４節　公園・緑地の整備

担 当 課 名 公園緑地課 開 始 年 度 令和2年度

都市整備部

事 業 名 みんなの公園魅力向上事業

予 算 区 分 一般会計　土木費　都市計画費　公園費

（単位：千円）
R３予算

補正前 補正額 計

老朽化したベンチ
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◆事業の概要

◆事業の目標指標（活動指標）

◆参考情報

◆予算情報

　
　ポストコロナ時代を見据え、海上輸送を活用した、市場の拡大が予想される新た
な商流（電子商取引など）に対応する物流網の構築や、劣化の早い農水産品に対す
る実証輸送を含めた物流形態の確立に向け、新たな技術や機能の導入等に係る経費
の一部を助成することにより、地域内物流の効率化と新たな基盤整備を行うもの。

■財源：新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（一般会計繰入金）

補助対象事業
①新たな商流に対応する海上輸送を活用した物流網の構築事業
②劣化の早い農水産品に対して、フェリー・RORO船の特長である、高い輸送品質と輸送
スピードなどを活かし、物流形態の確立を行うための実証輸送等を行う事業
補助対象者　物流事業者、倉庫事業者、商社
対象経費　物流基盤の整備に係る費用（システム構築、機器の購入等）、アドバイザー
招聘等に係る費用
算出根拠　5,000千円×４事業者（補助金上限：5,000千円/件　補助率：1/2）

港湾局

事 業 名 海上輸送を活用した新たな物流基盤の整備事業

予 算 区 分 港湾特別会計　港湾費　管理費　総務費

総合計画の
体系

第５章　第６節　港湾の振興

担 当 課 名 振興課 開 始 年 度 令和3年度

指標説明

申請件数

最終年度R４R３R２単位

4件

（単位：千円）

R４予定
補正前 補正額 計

R３予算
年  度 R２予算

事 業 費 20,000 20,000

主
要
な
経
費

補助金 20,000 20,000

財

源

国庫・県支出金

その他特定財源 20,000

市債

20,000

一般財源
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◆事業の概要

　公民館等の社会教育施設における新型コロナウイルス感染リスクの低減を

図るため、設備の改善を行うもの。

◆施設の概要、計画等

・公民館におけるトイレの洋式化

　市内の公民館において、トイレの水洗時の飛沫拡散による感染リスクを低減
するため、既存の和式トイレを洋式に更新する。
　この度のトイレの洋式化により、館内すべてのフロアーにおいて、男女と
も１か所以上で洋式トイレが使用できる環境への改善を目指す。

・菊川ふれあい会館における空調設備の更新

　菊川ふれあい会館の諸室のうち、ミュージックルーム及び展示室は、窓がな
く、換気設備の経年劣化による能力低下により、部屋の貸出ができない状態と
なっている。
　このたびの空調設備の改修により、換気の悪い状態を改善し、貸出を再開する。

◆予算情報

教育委員会

事 業 名 新型コロナウイルス感染症拡大防止事業（公民館等）

予 算 区 分 一般会計　教育費　社会教育費　公民館費 ／ 生涯学習施設費

総合計画の
体系

第３章　第５節　生涯を通じた学ぶ機会の提供

担 当 課 名 生涯学習課 開 始 年 度 令和3年度

（単位：千円）

年  度 R２予算
R３予算

R４予定
補正前 補正額 計

事 業 費 14,500 14,500

主
要
な
経
費

工事請負費 14,500 14,500

財

源

国庫・県支出金 14,500 14,500

市債

その他特定財源

一般財源
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◆事業の概要

◆施設の概要、計画等

【移動図書館事業の概要】
昭和34年（1959年）10月　「みちづれ号」巡回開始
昭和44年（1969年）12月　「ともしび号」
昭和60年（1985年）10月　　　「新・ともしび号」
平成13年（2001年）10月　「ブックル号」

令和元年度実績
26のステーションを巡回
登録者数：
所蔵総数：
延利用数：
貸出冊数： （平成26年度56,737冊）

◆予算情報

財

源

一般財源

その他特定財源

市債

国庫・県支出金 23,000 23,000

補正前 補正額 計

主
要
な
経
費

備品購入費 23,000 23,000

事 業 費 23,000 23,000

教育委員会

事 業 名 移動図書館車整備事業

予 算 区 分 一般会計　教育費　社会教育費　図書館費

総合計画の
体系

第３章　第５節　生涯を通じた学ぶ機会の提供

担 当 課 名 中央図書館 開 始 年 度 令和3年度

　公共空間での接触機会を減らし、新型コロ
ナウイルス等の感染症拡大を防止しながら、
図書館への来館が困難な方へのサービスを
向上し在宅での読書環境の充実を図るため、
移動図書館車を更新する。
　更新する移動図書館車については、新型コ
ロナウイルス感染症対策として、既存のもの
より内部を広くし、ブックトラックや車椅子
の昇降用に電動リフトを装備する。

（単位：千円）
R３予算

年  度 R２予算 R４予定

ブックトラック

63,090冊

3,15０人 、21団体
ブックトラックを会場で降
ろすと簡易的な青空図書館
を開館することができる。

19,600冊
10,458件
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